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との関係はどのようなものだったのだろうか。二〇一〇年九月の第一八次憲法改正によって大統領三選禁止が廃止されるなど、大統領の権限強化 進んだ 中国は強大な権力と絶大な国内支持を得たラージャパクサ大統領およびその弟のバジル経済開発 臣、息子のナーマル国会議員ら 密接 関係を築いた。　
ＰＣＰ工事が中断されたのは、


















状況の悪化であった。スリランカは、中国偏重を改めることで西欧諸国から経済援助や投資を呼び込めると見込んでいた。これに対して西欧 人権面でスリランカを批判す ことを控えたものの、実質的な経済援助には至らなかった。スリランカは新政権発足から間もない二〇一五年三月 ＩＭＦに支援を求めたが、この時点で
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ＰＰＰ、官民が連携して事業を行うこと）の枠組みで開発を進める見込みと述べた。ただ、首相はＰＰＰの枠組みと述べているもの 、実質的にはＤＥＳを想定するなど、スリランカ政府の思惑と訪問 成果が一致していない がうかが
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スリランカにコミットす のか、あるいは報復的な行動をとも注目されたが、習近平国家主席は二国間の関係は個人との関係に基づいて行われるものでは く、政策に基づくと発言し、ラージャパクサとその一族と からの脱却を述べたとみられる。　
四月訪中時の首相の発言として





































融ハブとなるこ を期待しており、イギリス法が適用され 」 。　
また中国企業が要求していた賠














それには国内事情が影響している。内戦の主戦場は北部・東部ハンバントタの位置する南部は、兵士として内戦 参戦 若者などはいたが、 争の被害 生していなかった。それでも内 後の政府は、戦後の復興事業を南部でも実施する必要に迫られた。なぜなら、北部・東部のみで復興事業を行うことに、北・東部以外に居住する多数派のシンハラ人が反発すると予想されたからである。南部のなかでも ぜハンバ トタだったのか。ハンバントタを中心とするスリランカ南部は二〇〇四年一二月の津波でも多大な被害を被
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も建設はハン と同様にＣＨＥＣが行った。建設費は二億一〇〇〇万ドルでそのうち一億九〇〇〇万ドルが中国からの借款である。二 一三年三月にスリランカ第二の国際空港として開港したが、発着は少なく、中東やインド、中国を結ぶ便 他、コロンボの三
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断（二〇一五年三月）にも かわらず、中国はその二〇日後 シリセーナ訪問を鷹揚に受け入れ、その後もスリランカが経済的に弱体化して中国に再開 もちかけるまで、強硬な手段を執ることなく待った。スリランカが、中国に新たな支援を要請せざるを得なくなるまで、中国は 対して概して寛容だった。なぜか。それはハンバントタ港の重要性にある。　
中国のインド洋での拠点作りに















































14_分析リポート.indd   49 17/02/06   9:58
アジ研ワールド・トレンド No.257（2017. 3） 50





け）となると見込んでい まさにウィクレマシンハ首相が望んでいることである。一方インドは、スリランカがＩＴ どの高度人材の輸出先となるこ を期待している。これには、スリランカ側が難色を示している。 ぜなら、インドの優れた高度人材に国内の雇用を奪われることを危惧しているからである。ＥＴＣＡに関しては、二〇一六年八月と九月 高レベルの対話が行われただけである。そのためＥＴＣＡの調印はスリランカの期待よりも遅れて、二〇一七年半ば以降になるだろうというのがインド側 見込みだ。　
スリランカは、中国と協力して














進んでいるとはいいがたい。石油タンクの修繕に関しては、二〇〇二年以降一五のタンクがランカＩＯＣ（二〇〇 ガソリンスタンドとトリンコマリー港でバ カリングサービスを提供）によって修繕されたものの、二〇一三年、非公式であったがス ランカ側から二〇〇二年の合弁を破棄する申し出があったと るなど、 ージャパクサ政権時にインドと 関係が冷却化した。　
最近では、二〇一五年三月にモ
ディ印首相が来訪し 際 、ランカＩＯＣとＣＰＣ 共同してタクの運営を行い、地域のエネルギーハブとして開発することが提案され、二〇一六年七月にスリランカの閣議で承認された。　
トリンコマリーから南に三五キ
ロのサンプールにインドが石炭発電所を建設する計画があった。この合意は二〇〇六年に締結され、二〇一三年には本格合意に至ったが、二〇一六年になりスリランカ側が環境上 理由から九月にを破棄した。それと時 同じくして大統領は再生可能エネルギーへ
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バランス外交と中国回帰で揺れるスリランカ
カであったが、二〇一六年一〇月から一一月にかけて財務大臣のカルナナヤケと在スリランカ中国大使易先良の間 激しい応酬があった。一〇月二七日に財務大臣が海外メディアに対してハンバントタ港のＤＥＳ取引は、 「割高な海外融資」を返済するためと述べた。名指ししなかったが、中国 融資であることは明白であっ 。　
これに対して中国大使は一一月
一日メディアに「途上国には固定の二％を適用している。 （中略）もしこの融資が不本意なら、どうしてスリランカは新たな を中国に求める か」と応酬した。　
財務大臣は一一月三日に反論し
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